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3つのテーマと取り組むべき課題

①スタートアップの
スケールアップ

②ディープテック・
スタートアップの支援

③地域の経済社会を担う
スタートアップの創出・育成

3つのテーマ

✓ レイター・新興市場への資金流入を促す政府主導
の後押し

取り組むべき課題

✓ 中長期目線での人材育成、マインド醸成

✓ 好循環、持続可能性を生むための投資の主体性、
当事者意識の醸成

✓ 地方を中心とした国主導の明確な目標の設定。具
体的なアイデアを基にした雰囲気醸成

本日のテーマ
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注目すべきケース：富山県

◼富山県では、2022年に策定した県成長戦略に基づく取り組みが行われてきた。

◼地方エコシステムの発展に向けた一つのモデルケースとして注目に値するのではないか。

出所）「富山県スタートアップ・エコシステム戦略～戦略の広がりを、次の段階へ～」の策定について（2026年2月5日 発表）
※次ページに、同内容をイラスト化したものを掲載（富山県より受領）
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富山県における取り組み
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マインド醸成の必要性：挑戦を身近にする教育環境の構築

◼地域からスタートアップが生まれない最大の構造要因の一つは、「挑戦が身近ではない教育環境」にある。

◼教育は10年単位の政策投資になるが、土壌から変えなければ資金をいくら投じても挑戦は増えない。

教員自体に理解がない

起業したいなんて
言われても…

どうせ失敗するでしょ…

学生が考えること
じゃない…

お金儲けなんて
欲深いな…

教育環境の土壌からの変革

教員免許取得課程
への組み込み

✓ 教員免許取得課程において、「地域経
済と起業基礎」科目を必修化し、少な
くとも30時間以上の履修を義務付け

✓ 挑戦の意義、失敗からの学習、地域企
業の役割、資本の流れの基礎理解に重
点を置いた内容を提供

現職教員向けの
研修制度化

✓ 現職教員向けに年間2日以上の「地域
スタートアップ研修」を制度化

✓ 研修のなかで地元起業家との対話を実
践

• 以下により、教師が起業を否定しない文化を学校内に醸
成する必要がある
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地域版クロスオーバー投資の推進

◼地域の未上場企業、上場企業を中心に組み込んだ「地域版クロスオーバーファンド」を作ることが必要では
ないか。

◼官民の適切な役割分担を前提に、官のお金を入れていくことも検討してはどうか。

（例）400億円規模の九州版クロス
オーバーファンドの創設

地域版クロスオーバーファンド 官の資金による後押し

• 政府のアナウンスメント効果を活用し、一定の地域を
対象としたファンド組成を後押し

• 必ずしも高いリターンを求める必要がない公的な資金
を補完的に組み合わせることで、民間資金の呼び水に

40億円

60億円

100億円

200億円

40億円

160億円

x2

x2.7

x1.0
官

民

✓官による出資分に対するリ
ターン倍率は1倍で許容す
ることとしてファンド出資
できないか

✓これにより、地域特性を踏
まえてファンド全体のリ
ターン倍率が低くても民間
に適切なリターンを返すこ
とが可能になるのでは
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地域（地方）経済について書いた「ヤンキーの虎」

◼地域（地方）での消費の主体である「マイルドヤンキー」を雇用する、地方経済の主役を「ヤンキーの虎」
という存在として明らかにした。

◼彼らは時代時代で取り組む事業領域を変え、継続的に地域経済を支えている。

『ヤンキーの虎 新・ジモト経済の支配者たち』（2016）

年間100日の全国出張を通じて見えてきた「地域（地方）経済の担い手の実態」をまとめた本
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令和時代の「新・ヤンキーの虎」

水田に囲まれたホテル
SHONAI HOTEL SUIDEN TERRASSE
サイエンスパークを起点に、民間で持続可能な施設として開発

CASE①山形県

SHONAI 山中大介さん

出所：SUIDEN TERRASSE ウェブサイト（https://suiden-terrasse.com/）

美と健康がテーマのヴィレッジ
「ヘルジアン・ウッド」
水田地帯に建つ、ハーブを使った食事やトリートメントを提供
する複合施設

CASE②富山県

前田薬品工業 前田大介さん

出所：ヘルジアン・ウッド ウェブサイト（https://healthian-wood.jp/ ）
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地域の経済社会を担うスタートアップに「ヤンキーの虎」は不可欠

• 虎自身に投資してもらう
• ビジネスモデルについて精査してもらう
• コストをかけないで集客するノウハウを学ぶ
• 地縁、血縁などのキーマンやコミュニティの紹介

リスクテイクを好まず、リスクをとってビジネスを展開したことがない
人たちが地域創生の旗振り役をしていることが多い

各地域の「ヤンキーの虎」が地域創生のカギ！

地域創生＝ハコモノを作って終わりになりがち
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起業家を支える「スタートアップエコシステム」の構築も重要

◼創業型に限らず、アトツギベンチャーも視野に入れ、多様な手法で応援することが必要。

◼支援に取り組む洗練された企業も出てきており、そうした支援企業を育成、支援することも重要。

ニーズに応えられる周辺人材の強化

✓ 銀行・証券会社
✓ 弁護士、会計士、税理士、弁理士
✓ ベンチャーキャピタル
✓ 地方公共団体の担当者
✓ 地域の有力企業の新規事業担当者

など

ローカルスタートアップを支える
企業の支援、育成

✓ ゼブラ企業支援に取り組む「株式会社
Zebras and Company」

✓ 地域における共創を加速化する「株式会
社NEWLOCAL」

など
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スタートアップの育成に向けて：東京プロマーケット甲子園

◼大きく育てていくことを目指す以上、目標IPO件数の設定など、一定の数値目標を打ち出すべき。

◼各都道府県で5年以内に1社は東京プロマーケットへの上場を果たすという目標を設定してはどうか。

⚫ （仮称）東京プロマーケット甲子園」
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スタートアップの育成に向けて：重点投資対象17分野と地域

◼成長戦略の柱として掲げられた重点投資対象17分野は、地域それぞれが一つないし複数の分野で強みを発揮
できるものとなっているのではないか。

◼各地域に得意分野を17分野から選択していただき、重点的に取り組むことを宣言いただいてはどうか。

◼分野を踏まえたファンドを作り、地域の資金循環の一助とすることも考えられる。

AI・半導体 造船 量子

合成生物学・バイオ 航空・宇宙
デジタル・

サイバーセキュリティ

コンテンツ フードテック
資源・エネルギー
安全保障・ＧＸ

防災・国土強靱化 創薬・先端医療 フュージョンエネルギー

マテリアル
（重要鉱物・部素材）

港湾ロジスティクス 防衛産業

情報通信 海洋

重点投資対象17分野
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スタートアップの育成に向けて：繋ぎとなるディープテックファンド

✓ 単にファンドを長期化するのではなく、研究開発と事業化を分け、投資主体のリスク志向に合わせた投資が
できるようにすべきではないか。

✓ 上場を前提としないExitを念頭に置いた、ファンド期間の短い「官民ディープテックファンド」を設立して
はどうか。



14

当資料のお取扱いにおけるご注意

◼ 投資信託のお取引は、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る変動を直接の原因として損失が生
じることとなるおそれがあり、基準価額の下落により元本欠損が生じる可能性があります。信託財産に生じた利益および損
失は、すべて投資者に帰属します。投資信託は、預金等や保険契約とは異なります。

◼ 当資料は、スタートアップ政策推進のための情報提供資料としてレオス・キャピタルワークスが作成したものです。投資信
託のお申込みにあたっては、事前に販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を十分にお読みに
なり、ご自身でご判断ください。

◼ 当資料は作成月における信頼できる情報に基づき作成しておりますが、内容の正確性・完全性を保証するものではなく、ま
た記載されている内容は予告なく変更される場合があります。

◼ 当社の許可なく、当資料を加工、複製及び再配布することはできません。

作成：2026年3月
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